
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
９月２７日、ＪＲ総連はＪＲ貨物労組と共に、神奈川臨海鉄道株式会社と神奈

川臨海鉄道労働組合のご協力のもと、神奈川臨海鉄道の根岸駅と横浜本牧駅の視

察をおこなってきました。 

根岸駅では、到着した石油列車の入換え作業を見学しながら、秋冬繁忙期には

一日で約２５０両にも及ぶタンク車を発送していることなど、駅の概要について

説明を受けました。 

その後、横浜本牧駅に移動し、駅の

概要について説明を受け、Ｃ５６が保

存されている機関庫の見学や、駅社屋

の屋上から到着したコンテナ列車の

入換え作業を見学してきました。 

意見交換では、横浜本牧駅からの発

送する荷物のリードタイムや、海上コ

ンテナ輸送などの課題について、活発

に意見が交わされました。 

ＪＲ総連通信 
２０２２年９月２８日 №１５８０ 
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